
令和６年３月定例記者会見要旨(令和６年３月２８日) 

 

１．ＧＭＯメイクショップ、坂出市、坂出商工会議所、ＫＢＮが連携して令和５年１０

月から令和６年 1 月にかけて王越地区で実施されたＡＩと対話で買い物支援を行う

実証実験の結果と今後の展開予定をお聞きしたい。 

 

「生成ＡＩを活用した対話型コマースによる高齢者の買い物支援」の実証実験について

は、ＧＭＯメイクショップ株式会社、ＫＢＮ株式会社、坂出商工会議所、坂出市の４者で令

和５年１０月に連携協定を締結し、令和５年１１月から令和６年１月までの期間、本市王越

地区において実施しました。なお、商品の販売については有限会社浪越食料品店、配達につ

いては有限会社大和タクシーが行いました。 

実験には、王越地区の１６世帯にご参加いただき、そのうち、１１世帯が実際に買い物支

援を利用されました。期間中の買い物回数は延べ４８回で、購入総額は４２，５６３円でし

た。また、１世帯当たりの購入回数の平均は４．３６回、購入金額の平均は３，８６９円と

いう利用状況でした。 

実験後のアンケート回答においては、【生成ＡＩの使い勝手】については、「会話もスムー

ズで使いやすかった」が１６．７％、「会話がうまくいかないときもあったが、それなりに

使えた」が５０％と、概ね生成ＡＩを使うことができたような状況でした。 

【ＡＩとの会話は楽しめましたか】という質問については、「楽しめた」が１８．２％、

「楽しめなかった」が５４．５％と、会話については、改善が必要であることが分かりまし

た。 

また、【商品について】の質問では、「品数が少ない」というご意見が多くありましたが、

【本サービス化を希望するか】といった質問では、「本サービス化して欲しい」という回答

が７０％と、改善点はあるものの、好評を得た結果となっております。 

高齢化社会が進展する中、１人暮らしの高齢者や高齢者夫婦のみの世帯の増加に伴い、在

宅生活を送る上で、支援を必要とする高齢者が増加することが予想されます。こうした高齢

者のニーズに対応するため、公的支援に加え、自費による利用を含めた様々な主体によるサ

ービスの充実化が必要となってまいります。 

本市といたしましては、ボランティアや民間団体、企業等の多様な事業主体による重層的

な生活支援サービスを発掘するとともに、元気な高齢者の社会参加の促進、さらには生活支

援等のサービスの担い手にもなっていただけるような取り組みを推進していくことが重要

だと考えておりますので、今回の実証実験は非常に意義深いものでありました。 

さらに、生成ＡＩという最先端技術の活用は、地域のＤＸ化の推進に大きな期待が持てる

ものとなりました。 

また、本市は、実証実験の中で、認知機能に係る簡易なテストを１６世帯のかたに実施し、

認知症予防の普及啓発に取り組みました。さらに、宅配ボックスを参加者に配布し、温室効

果ガス排出量の削減の普及啓発にも取り組みました。 

最後に、今後の展開予定についてですが、買い物支援事業の実施主体については、ＫＢＮ

株式会社等の民間事業者になりますが、現在、６月を目途に坂出市と宇多津町全域を対象に



本サービスを開始する方向で聞いております。 


